

























文部科学省 (2009)による児童生徒の不登校の推移を見ると、 2002年度から 2004年
度にかけて一時減少したものの、最近はまた増加傾向にあり、 2007年度の不登校数
は 129，354人(小学校 23，976人、中学校 105，378人)である。この中には、 LD、ADHD、
高機能自閉症等の発達障害児が 2次障害として不登校になっているケースも含まれて
おり、今後の対応の在り方が問われている O また、この他の不登校として、病気によ






















結成されている O 専門家チームの役割は、定期的(学期に 1回程度)に巡回相談を行
いながらスクリーニングを実施して特別支援対象児を選定したり、学校や担任等への
指導方法などをアドバイスしている O

































対象児は、中学 2年生の女子 (A子)である O 中学校に入学するとともに脊柱側わ
ん症の手術のため B病院に入院し、併設されている病弱特別支援学校に転校した O 病
弱特別支援学校では、体調を考慮しながら学習を行っていた O その後、治癒したため
中学 1年の 2月に退院して自宅療養を行った O 中学 1年の出席は 6日であった O
中学 2年生になり、 4月から身体不調を訴えながら登校したり欠席が続いたりして








































































「欠席日数j では、 A子、父親、担任に対して昨日までの欠席日数を質問した O と
ころが、誰も答えられなかった O そこで、 112日(出席50日)であることを確認した O
「不登校の意味」の確認では、 A子と父親に対して「不登校とはどういうことなの
か」を質問した O ところが、これも答えられなかった O つまり、欠席日数を意識して














決定させた O 最初A子は、 20日出席すると答えたが、専門家チームがこれまでの経緯
からもっと休むように促したところ、最終的に12日出席 (13日欠席)と決定した O
「登校日の自己決定」では、最初に担任が残り 25日間の中での 6回の学校学級行事
を示した O 次に、この行事名を黒板に示し、 A子が行事で参加できる日を自己決定さ
せた(図 2) 0 A子は、学年末テスト、学力テスト、終業式の 3つに参加することを
決め、進路説明会、専門委員会、卒業式の 3つを拒否した O
「学年末休業日 j では、生活リズムの安定と未履修の学習補償のために登校するよ















































1か月後の 3月 10日には欠席が 12日目となり、あと 1日だけ欠席が認められるこ
とになった O 専門家チームにもその連絡が入り、学校関係者同様にこの目標達成は無
理と思っていた O しかし、その後また登校するようになり、 3月 16日の最終日には、








00 00 性別|女|生年月日|平成年月 日平成22年2月9日~









目 標 |本人・保護者| きる。 2年生時の欠席を124日に抑える。



































































学年学級 1 2年 組(通常学級担任名期間|平成22年2月8日~
氏名| ムムムム ムムムム 平成22年3月16日
① 中2年の2月9日"'-'3月16日までは、 12日登校(欠席13日)することができる。
目 標 |② 12日登校の中で、 3回の学校学級行事 (2/5テスト、 2/23テスト、 3/15終業式)に参
(中 2終了迄)1 加することができる。
③ 「生活リズムチェック表」を活用しながら、家庭での生活を安定することができる。
































































として認定されない「年間 29日以内j の目標を達成するのは、今後の中学 3年生の
生活にかかっている o 始業式前に中学 3年生 1年間の個別の教育支援計画及び個別の
指導計画が策定・作成されたので、今後の経過を観ていきたい。
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